
○区域案１に係る諸条件の検討について  

 

 ［前提条件］ 

  ①これまでの審議会の結果を基本とする。 

  ②紫峰ヶ丘地区からの要望内容を考慮する。 

 

 

１ 区域案の比較検討結果 

区   分 
区域案１ 区域案２ 区域案３ 区域案４ 

判定 点数 判定 点数 判定 点数 判定 点数 

小
学
校 

視点１ 教育環境 ○ ９ × ３ △ ６ × ３ 

視点２ 通学距離 ○ ６ × ２ △ ４ △ ４ 

視点３ わかりやすさ  ○ ３ ○ ３ △ ２ ○ ３ 

小学校合計点 １８ ８ １２ １０ 

中
学
校 

視点１ 教育環境 △ ６ △ ６ △ ６ △ ６ 

視点２ 通学距離 △ ４ ○ ６ △ ４ × ２ 

視点３ わかりやすさ  ○ ３ ○ ３ △ ２ ○ ３ 

視点４ 小学校区 ○ ９ △ ６ △ ６ △ ６ 

視点５ 既存校活用 △ ６ × ３ × ３ △ ６ 

中学校合計点 ２８ ２４ ２１ ２３ 

区域案総合点 ４６ ３２ ３３ ３３ 

［点数の算出方法］ 

  ①視点１＝３点，視点２＝２点，視点３＝１点，視点４＝３点，視点５＝３点とする。 

  ②判定○＝３点，判定△＝２点，判定×＝１点とする。 

  ③視点点と判定点を乗して得た数を点数とした。 

 

 

 

２ 紫峰ヶ丘地区からの要望に対する確認事項 

 

  ①町丁名による通学区域の変化 

   ※平成３０年度における町丁名及び学年ごとの通学する小学校の変化（資料１） 

 

 

 

  ②紫峰ヶ丘地区における小中学校の選択制の導入による児童生徒数の推移 

   ※平成３０年度以降の推計による学校施設のキャパシティ（資料２・資料３） 

追加資料 


